
指定管理施設（　サンホーム滝呂　）事業評価表
滝呂老人福祉センター事業分

R5
年度

R6
年度

教室・サークル 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

マクラメ教室 24 第1・3火曜日 24 161 23 127

書道教室 24 第1・3水曜日 24 116 24 117

ペン習字教室 24 第2・4水曜日 24 190 24 157

園芸教室 4
6/4・9/3
3/4

4 64 3 38

シニアファイト教室 12 月1回程度 15 182 12 70

大正琴サークル 24 第2・4木曜日 24 185 24 168

俳句の会 11 第2金曜日 12 95 11 102

きらめきクラブ 36
第2・4火曜日
第3金曜日

32 201 36 184

てくてくサークル 12 第1木曜日 12 99

合計 171 159 1,194 169 1,062

い
き
が
い
づ
く
り
、
教
養
講
座
運
営
事
業

1

趣味や教養
の向上を目
的とするとと
もに、楽しく
充実した生
活が送れる
よう、仲間作
りの場を提
供する。

4 4

●各教室新規の受講者が6人（園芸教室4人、ペン
習字教室2人）申込され、新たな仲間作りの場となっ
ている。
●講師の都合で予定回数が各1回減った教室は、受
講者に連絡したり、返金対応をした。
●シニアファイト教室は老後あんしん講座８回、元気
に楽しく3B体操（ﾎﾞｰﾙ、ﾍﾞﾙ、ﾍﾞﾙﾀｰといった用具を
使い無理なくできる体操）2回、足裏ほぐしで転倒予
防1回、干支作り1回と、趣味や教養の向上や仲間作
りの場の提供ができた。
●毎月発行の機関紙れんげに、教室・サークル追加
募集の記事を掲載したり、館内チラシを掲示して新
規受講者の拡大に取り組んだ。
●「てくてくサークル」は教室からサークル化し代表
を決め自主活動を目指していたが、暑さ寒さの気候
のこともあり職員と一緒に脳トレや室内でのストレッ
チ、包括と連携し口腔ケアや認知症予防の話などの
講座を開催した。

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

令和5年度の実施状況 令和6年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価

課題分析、自己評価



R5
年度

R6
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

令和5年度の実施状況 令和6年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価

課題分析、自己評価

教室 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

フレイル予防
運動教室A～D

36

Ⓐ第2月曜
Ⓑ第4月曜
Ⓒ第2木曜
Ⓓ第4木曜

37 575 34 408

太極拳教室 17 第1・3月曜日 21 274 17 224

ハッピー
ピラティス教室

19 第2・4月曜日 21 161 19 169

男塾　運動教室 17 第2・4月曜日 18 139 17 96

80代・90代の
体操教室

21 第1・3月曜日 23 206 20 166

ゆったり
朝ヨガ教室

47 毎週火曜日 47 475 47 480

てくてく教室 10 85

健康教室 2 6

合計 157 179 1,921 154 1,543

●各教室新規受講者11人(太極拳教室4人、ハッ
ピーピラティス教室5人、ゆったり朝ヨガ教室2人)申
込され新たな仲間作りの場となっている。
●講師の都合で予定回数が減った教室は、受講者
に連絡し、返金対応をした。
●「フレイル予防運動教室」は都合に合わせて振り
替えて参加できるシステムとしており、確実に運動す
る機会が持てると好評である。
●「男塾 運動教室」は、男性に特化した教室として、
人目を気にすることなく参加できると喜ばれている。
●毎月発行の機関紙れんげに教室・サークル追加
募集の記事を掲載したり、館内チラシを掲示して新
規受講者の拡大に取り組んだ。

いきがいづくり
教養講座運営事業へ

自
立
生
活
維
持
支
援
事
業

1

各種運動を
通じて、健康
増進や体力
作りを行うこ
とによって、
自立した生
活が維持で
きることを目
指す。

5 4



R5
年度

R6
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

令和5年度の実施状況 令和6年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価

課題分析、自己評価

合同事業 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

陶彩の径
さくらまつり

1 4月21日 1 136 1 151

七夕笹飾り 1
7月1日
　　～6日

1 136 1 45

サンホーム滝呂
夏まつり

1 8月7日 1 400 1 230

サンホーム滝呂
合同作品展

1
11月9日
　　～15日

1 492 1 453

新春書き初め
作品展

1
1月18日
　　～24日

1 411 1 433

サンホーム滝呂
春まつり

1 3月22日 1 117 1 135

花餅作り 1 92

合同敬老会 1 77

サンホーム滝呂
ふれあい秋まつり

1 210

節分豆まき 1 10

教室参加児童 2

合計 6 10 2,083 6 1,447

多
世
代
交
流
事
業

1

複合施設の
利点を活か
し、子ども、
高齢者、障
がい者等、
誰もが参加
できるような
事業を開催
し、多世代交
流や利用者
間交流を図
る。

5 4

●「サンホーム夏まつり」は複合施設の利点を活か
し、各センターの利用者が参加し楽しめるよう、各種
のゲームや就労支援施設による野菜販売、盆踊り
のほか、近隣のドラッグストアによる血管年齢測定
など企画内容を工夫して開催した。とても暑い中で
の開催は熱中症のリスクもあり令和7年度は、季節
や場所の考慮が必要である。
●「サンホーム合同作品展」では、各センターで日々
丹精込めて制作された作品を展示し、 多くの方々に
見ていただく場を提供した。
●「新春書き初め作品展」では、老人センターはペン
習字・書道教室、児童センターは冬休み来館者の作
品、デイサービスは機能訓練時の書道を展示し来館
者に各センターの活動を知っていただくことができ
た。
●「春まつり」は、児童センターの一輪車クラブの演
技の発表や、缶バッチ作りなど実施し、多くの方に参
加していただけた。

地域交流事業へ



R5
年度

R6
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

令和5年度の実施状況 令和6年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価

課題分析、自己評価

移動老人センター 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

産文体操サロン 15 隔週金曜日 23 557 15 369

産文いきいき
サロン

1 10月29日 1 19

ひだまりサロン
坂上

1 11月25日 2 16 1 19

お楽しみくじ引き 1
9月9日
　　～13日

1 112

花餅つくり 1 12月19日 1 40

そよ風サロン 1 11

合計 19 26 584 19 559

個人利用 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

浴場

和室利用 月～金曜日 1,985 1,060

血圧計 随時 867 1,209

図書 随時 404 312

土曜和室利用者
祭日を除く
土曜日

11

合計 3,256 2,592

●養正地域福祉協議会の産文体操サロンでは、月
替わりで4人の講師に依頼し、簡単な脳トレ運動、タ
オル体操、音楽に合わせてリズム体操、3B体操
（ﾎﾞｰﾙ、ﾍﾞﾙ、ﾍﾞﾙﾀｰといった用具を使い無理なくでき
る体操）、姿勢改善体操等様々な運動を取り入れる
ことで、楽しく参加していただけた。
●お楽しみくじ引きでは敬老の日にちなんで、利用
者がくじを引き景品を当てて楽しんでいただき、職員
とのコミュニケーションを図り、より良い関係を作るこ
とができた。
●花餅つくりは今回デイサービスセンターと行い、老
人センターの利用者にデイサービスの部屋を見てい
ただくいい機会となり、ボランティアの協力もあり楽し
く実施できた。

地
域
交
流
事
業

1

地域の、セン
ターまで来る
ことができな
い方たちとの
交流を図る
ほか、ひまわ
りサロン、老
人クラブ等の
支援を行い
利用者の拡
大を図る。

5 4

休止
●お風呂は令和3年8月11日以降休止
●和室は、各所に手指消毒を設置、マッサージ器・
ヘルストロンの使用後に利用者自身が消毒できるよ
う、除菌ウェットティッシュを設置した。
●令和6年度は29人の新規利用者が登録し、老人セ
ンターの娯楽室、教室、サークル、交流事業の案内
をし、新たな仲間作りの場として利用を促した。

個
人
利
用

1

誰もが自由
に訪れ、憩
い、楽しめる
空間づくり、
仲間づくりが
できる場を提
供する

4 4

休止



R5
年度

R6
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

令和5年度の実施状況 令和6年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価

課題分析、自己評価

多悠連支援 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

多悠連総会 1 5月9日

多治見市悠
光クラブ（多
悠連）の事業
が円滑に行
われるよう連
携を図る。

4 4 1 50 1 70

●社協が地域福祉事業を推進していく中で、関係団
体の1つとして連携を強化している。
●令和7年度も引き続き、必要に応じて協力対応す
る。

合計 1 1 50 1 70

その他 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

シルバー
ボランティア

随時

各種教室や
交流事業等
で、特技を生
かしてボラン
ティア活動を
していただ
く。

166 68

個別相談 随時 41 19

懐かしの映画会 3 18

スマホ教室 3 20

包括センター共催
ケア会議

1 2

合計 7 247 87

（留意事項）　※『区分欄』は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は『1』、協定書等にない自主事業は『2』を記入。

 　　　　　　　『年度評価欄』は、次の内容で記入。　1：取消等を検討、2：不備が目立つ、3：若干不備あり、4：良好、5：期待以上

老
人
ク
ラ
ブ
支
援

1

独
自
事
業

2

4 4

●介護予防教室「いきいき教室」ではボランティア2
人が、会場準備・片付け等を実施。
●合同行事の花餅づくりでは、老人センター利用者
4人が生地作り等のボランティアとして活動した。
●カウントしてはいないが、娯楽室の座布団や布製
品の修復・縫製、絵画、木製品、写真等作品を、定
期的に玄関や娯楽室等に飾ってくださる方々など、
多数の利用者が、様々な形で活躍している。
●自分が参加している教室を忘れてしまうなどの軽
度の認知症の疑いがある方や、「ご主人を亡くし、夜
眠ることもできず寂しい」などの個別の相談があり、
老人センターの教室の案内や包括とも連携して見
守っている。

高齢者の生
活や健康に
関する相談
に応じ、適当
な援助、関係
機関と連携
を図ってい
く。


